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３
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挨拶

思いを託す

　

平
成
28
年
度
の
岐
阜
高
等
学
校
同
窓

会
総
会
が
，
多
数
の
同
窓
生
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
，
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
皆
様
と
と
も
に
喜
び
た
い

と
存
じ
ま
す
。
今
年
も
ま
た
，
先
輩
・

同
輩
・
後
輩
の
元
気
な
姿
を
見
て
，
お

互
い
に
近
況
を
語
り
合
え
る
こ
と
を
楽

し
み
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
，
岐
阜
高
校
で
は
，
後
輩
た
ち

が
授
業
や
部
活
動
な
ど
に
元
気
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら
は
青
春
真
っ
盛

り
，
若
さ
も
悩
み
も
感
性
も
特
権
の
よ

う
に
も
っ
て
お
り
ま
す
。
岐
高
生
の
活

躍
ぶ
り
は
，
時
折
新
聞
紙
上
な
ど
で
紹

介
さ
れ
，
そ
う
し
た
姿
を
目
に
す
る
と
，

と
て
も
頼
も
し
く
思
う
と
と
も
に
，
自

分
た
ち
の
頃
と
比
べ
て
懐
か
し
く
思
っ

た
り
，
最
近
の
岐
阜
高
校
に
つ
い
て
認

識
を
新
た
に
し
た
り
と
，
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

岐
阜
高
校
で
は
，
昨
年
度
ま
で
の
三

年
間
，「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
事

業
」
が
県
の
事
業
と
し
て
指
定
さ
れ
実

施
さ
れ
て
き
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
事

業
」
で
は
，
い
く
つ
か
の
有
意
義
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
企
画
さ
れ
て
生
徒
が
積
極

的
に
参
加
し
て
お
り
，
今
年
度
も
継
続

し
て
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
事
業
で
行
わ
れ
る
各
種
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
，
普
段
の
教
科
の
授
業
と
は
や

や
異
な
り
，
勉
学
す
る
こ
と
の
真
の
意

義
，
さ
ら
に
は
人
生
に
お
け
る
自
分
の

生
き
方
や
目
標
を
見
出
す
上
で
重
要
な

も
の
で
す
。
車
で
言
え
ば
，
日
々
の
勉

学
と
と
も
に
ど
ち
ら
も
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
両
輪
に
喩
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
成
果
は

徐
々
に
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

生
徒
諸
君
が
，
ど
ん
な
大
学
に
入
り
，

ど
ん
な
分
野
に
進
も
う
と
も
，
文
武
両

道
の
精
神
の
も
と
で
養
っ
た
力
を
存
分

に
発
揮
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
そ
し

て
，
人
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
，
と
か
く
混
迷
し
た
社
会
の
中
に
明

か
り
を
点
し
，
進
む
べ
き
道
を
指
し
示

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
存
在
と
な
る

よ
う
，
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

現
在
の
岐
阜
高
校
に
学
ぶ
後
輩
た
ち
が
，

卒
業
し
て
二
十
年
，
三
十
年
と
経
ち
，

社
会
の
中
堅
，
中
軸
と
な
っ
た
と
き
，

ど
ん
な
ふ
う
に
育
っ
て
い
る
か
，
大
い

に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
，
ま
た

楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
，
本
年
度
の
総
会
の
準
備
，

運
営
を
担
当
さ
れ
た
昭
和
48
年
，
昭
和

58
年
，
平
成
５
年
卒
業
の
皆
様
に
は
，

格
別
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
，
心
か
ら

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

岐阜県立岐阜高等学校同窓会　会長　水谷  邦照
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祝辞

「同窓会総会」をお祝いして

　

平
成
二
十
八
年
度
の
岐
阜
高
校
同
窓

会
総
会
が
水
谷
邦
照
会
長
様
を
は
じ
め
役

員
・
運
営
委
員
の
皆
様
方
の
御
尽
力
に
よ

り
、
多
数
の
会
員
の
皆
様
方
の
御
出
席
を

得
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
格
別
の

御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
こ
の
四
月
の
人
事
異
動
で
岐

阜
高
校
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
本
校
創
立
百
周
年
の
年
に
は
第
三

学
年
に
在
籍
し
て
お
り
、
皆
様
と
同
様
に

岐
阜
高
校
同
窓
会
の
会
員
で
も
あ
り
ま

す
。
大
変
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母
校

の
た
め
、
ま
た
岐
阜
高
校
の
益
々
の
充
実

発
展
の
た
め
に
精
一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
御
支
援
、
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
御
存
知
の
よ
う
に
、
本
校
の
生

徒
は
「
百
折
不
撓
・
自
彊
不
息
」
の
校

訓
の
も
と
、
輝
か
し
い
歴
史
伝
統
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
、
文
武
両
道
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
々
学
習
や
部
活
動
に
と
励
ん
で
お
り
ま

す
。
文
の
象
徴
で
あ
る
今
春
の
進
路
結
果

は
同
窓
会
会
報
で
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
通
り
で
す
が
、
武
の
方
で
も
限
ら

れ
た
時
間
を
有
効
活
用
し
て
県
内
外
で
活

躍
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
端
を
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
陸
上
競
技
部
で
は
、
男
子

が
四
百
ｍ
、
走
り
幅
跳
び
、
千
五
百
ｍ
、

五
千
ｍ
、
女
子
が
四
百
ｍ
、
百
ｍ
Ｈ
、
四

×
百
ｍ
（
リ
レ
ー
）、
四
×
四
百
ｍ
（
リ

レ
ー
）、
水
泳
部
で
は
男
子
が
百
ｍ
自
由

形
、
二
百
ｍ
自
由
形
、
四
百
ｍ
メ
ド
レ
ー

リ
レ
ー
、四
百
ｍ
リ
レ
ー
、八
百
ｍ
リ
レ
ー

で
東
海
高
校
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に

書
道
部
、
文
芸
部
、
自
然
科
学
部
、
写
真

部
、
囲
碁
部
が
参
加
し
、
書
道
部
が
特
別

賞
、
自
然
科
学
部
が
文
化
庁
長
官
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
音
楽
部
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
海
北
陸

大
会
で
奨
励
賞
を
、
吹
奏
楽
部
が
東
海
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
銀
賞
を
、
家

庭
ク
ラ
ブ
が
全
国
高
校
生
ホ
ー
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
、
将
棋
部
が
全
国
高
校
将
棋

選
手
権
大
会
に
、
ク
イ
ズ
研
究
部
が
全
国

高
校
生
金
融
経
済
ク
イ
ズ
選
手
権
「
エ
コ

ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」
全
国
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
科
学
技
術
振
興
機
構
主
催
の

四
十
七
都
道
府
県
か
ら
各
一
校
ず
つ
が
選

抜
さ
れ
て
競
い
合
う
「
科
学
の
甲
子
園
」

に
二
年
生
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
が
岐
阜
県
代

表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
総
合
第
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
連
合
大
学

で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
高
校
模
擬
国
連

大
会
に
一
年
生
と
二
年
生
が
ハ
イ
チ
大
使

役
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
大
使
役
と
し
て
参
加

し
、「
移
民
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
岐
高
生
は
皆
様
の
期
待

に
応
え
る
べ
く
様
々
な
分
野
で
大
活
躍
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
校
の
教
育

活
動
に
絶
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
の
総

会
の
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま
す
杉
山
保
幸

運
営
委
員
長
を
は
じ
め
、
当
番
幹
事
の
昭

和
四
十
八
年
、
五
十
八
年
、
平
成
五
年
卒

業
の
皆
様
の
御
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
併
せ
て
会
員
の
皆
様
方
の
御
健
康
と

御
多
幸
、
そ
し
て
同
窓
会
の
益
々
の
御
発

展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お

祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岐阜県立岐阜高等学校　校長　南谷  清司
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挨拶

温故創新

　

本
校
は
一
八
七
三
年（
明
治
６
年
）に
開

校
し
、
今
年
で
創
立
一
四
三
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
岐
阜
県
の
内
外
か
ら
文
武
両

道
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
進
学
校
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
４
万
人
を
超
え
る
多
く
の
同
窓
生
の
努

力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん

が
、
こ
の
よ
う
な
母
校
の
同
窓
会
総
会
な

ら
び
に
懇
親
会
の
運
営
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
け
ま
し
た
こ
と
、
非
常
に
光
栄
に
存

じ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、

こ
れ
ま
で
の
本
校
の
歴
史
や
伝
統
を
も
う

一
度
振
り
返
り
、
新
た
な
段
階
へ
展
開
す

る
た
め
の
土
壌
を
創
り
出
す
と
い
う
意
味

を
込
め
て
、『
温
故
創
新
』と
し
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
校
の
同
窓
会
総

会
運
営
委
員
会
は
、
還
暦
を
越
え
た
年
代
、

各
界
各
層
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る

年
代
、
仕
事
と
子
弟
の
教
育
に
奔
走
し
て

い
る
年
代
の
３
学
年
が
幹
事
学
年
と
し
て

メ
ン
バ
ー
が
構
成
さ
れ
る
の
が
慣
例
で
あ

り
、
他
校
に
は
な
い
独
創
的
な
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
ま
す
。
例
年
、
最
年
長
の
学
年
が

中
心
と
な
り
、
20
年
前
あ
る
い
は
10
年
前

の
経
験
を
活
か
し
、
創
意
工
夫
を
重
ね
た

企
画
が
創
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回

も
英
知
を
結
集
し
た
も
の
が
で
き
た
と
自

負
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
が
ご
満
悦
い
た
だ
け
ま

し
た
ら
望
外
の
喜
び
で
す
。

　

さ
て
、
日
本
で
は
諸
外
国
に
例
を
み
な

い
速
さ
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
団
塊

の
世
代（
約
八
〇
〇
万
人
）が
75
歳
以
上
と

な
る
二
〇
二
五
年（
平
成
37
年
）に
は
、
少

子
化
時
代
と
も
相
ま
っ
て
超
高
齢
化
社

会
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
異
な
っ
た
世
代
が
お
互
い
の
立

場
を
理
解
し
て
支
え
合
い
な
が
ら
社
会
生

活
、
日
常
生
活
を
営
む
と
い
う『
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』の
構
築
が
推
進
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
か
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
平
成
28
年
度
同
窓
会

総
会
運
営
委
員
会
の
活
動
は
、
ま
さ
に
そ

の
将
来
の
縮
図
を
垣
間
見
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
生
き
て
き
た
時
代
背
景
の
み
な

ら
ず
、
考
え
方
や
発
想
も
大
き
く
異
な
っ

た
年
代
が
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
議
論
す
る

中
で
、
効
率
的
な
運
営
を
企
図
す
る
た
め

に
各
々
の
幹
事
学
年
に
ふ
さ
わ
し
い
業
務

を
分
担
す
る
方
針
と
い
た
し
ま
し
た
。
会

報
の
企
画
・
編
集
は
昭
和
48
年
卒
が
中
心

と
な
っ
て
行
い
、
会
報
に
掲
載
す
る
広
告

依
頼
に
つ
い
て
は
昭
和
58
年
卒
、
す
な
わ

ち
社
会
を
動
か
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
る

年
代
に
任
せ
ま
し
た
が
、
そ
の
パ
ワ
ー
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
本
日
の
総
会
・
懇
親
会
の
内
容
は
３

学
年
合
同
で
練
り
上
げ
た
も
の
で
す
が
、

卒
業
後
初
め
て
幹
事
学
年
を
務
め
た
平

成
５
年
卒
の
”フ

レ
ッ
シ
ュ
な
目
線
“
は
、

事
な
か
れ
主
義
に
陥
り
や
す
い
年
代
へ
の

カ
ン
フ
ル
剤
と
な
っ
た
の
は
紛
れ
も
な
い

事
実
で
す
。
総
務
部
会（
事
務
局
）、
会
報

部
会
、
動
員
部
会
、
会
場
部
会
、
情
報
部

会
、
財
務
部
会
の
各
ス
タ
ッ
フ
が
Ｉ
Ｔ
技

術
を
活
用
し
て
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い

に
密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
に
取
り
組
ん
だ
経
験
は
、
近
い
将
来

に
遭
遇
す
る
超
高
齢
化
社
会
を
健
全
に
生

き
抜
い
て
ゆ
く
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し

た
岐
阜
高
校
同
窓
会
役
員
の
皆
様
、
運
営

委
員
諸
氏
な
ら
び
に
有
形
無
形
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
い
た
だ
い
た
幹
事
学
年
の

同
窓
生
、
さ
ら
に
広
告
協
賛
や
協
賛
金
を

賜
り
ま
し
た
多
く
の
方
々
に
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

平成 28 年度同窓会総会運営委員会　委員長　杉山  保幸
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次第

平成28年度　岐阜県立岐阜高等学校同窓会
総会・懇親会　次第

平成 28 年 6 月 12 日（日）
於　岐阜グランドホテル

1． 総会（11:00 ～11:45）
開会の辞
黙祷

同窓会会長挨拶　　会　　　長　　　　　水谷　邦照 
学校長挨拶　　　　岐阜高等学校　校長　南谷　清司
議案審議
　第 1 号議案　　平成２７年度事業報告
　第 2 号議案　　平成２７年度決算報告ならびに監査報告
　第 3 号議案　　平成２８年度役員（案）
　第 4 号議案　　平成２８年度事業計画（案）
　第 5 号議案　　平成２８年度予算案

祝辞　　　　　　名　誉　顧　問　　　　古田　肇
閉会の辞

2． 岐阜高校部活動紹介（11:45 ～12:00）
岐阜高等学校　應援團、チアリーディング部の皆さんによる演技

3． 懇親会（12:15 ～14:00）
開会のことば　平成２８年度同窓会総会運営委員会委員長　杉山　保幸
恩師紹介

乾杯　　　　　在京（首都圏）岐阜高校同窓会　会長　　尾関　良平
　　　　　　　旧藍水くらぶ　　　　　　　　　会長　　村瀬　喜代子
祝電披露

平成 29 年度同窓会総会運営委員会 委員長紹介　遠藤　宏治（昭和４９年卒）

校歌斉唱

閉会のことば　平成 28 年度同窓会総会運営委員会副委員長　坂井田　勉
以上

應援團は現在３年生５人、２年生２人、1 年生９人の１６人で
活動しています。先代から脈々と受け継がれている伝統を
守りながら後輩へ伝えるべく日々精進しています。これから
も岐阜高校の校訓でもある百折不撓と自彊不息の精神で己
を鍛錬します。
岐阜高校の先輩方に見守っていただけたら幸甚に存じます。

（應援團長　澤田　松三郎）

岐阜高校チアは発足当初は同好会でしたが、３年前に正式
な部として認められました。今年で７代目となります。今年
度の部員数は 3 年生 9 人、2 年生 11 人、1 年生 11 人
の総勢 31 人で活気ある部活動を行っています。夏の野球
応援をはじめ、体育大会の応援団や文化祭でのダンスステー
ジなども行い、応援のみでなく、ダンスのスキルを高める活
動もしています。

（チア部長　赤堀　綸南）
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総会資料

第１回役員会			  　  ４月 30 日

同窓会総会			   　  ６月 14 日

第２回役員会			  　  ９月 16 日

臨時役員会			   　12 月 15 日

第３回役員会			  　  ２月 ２ 日

在京（首都圏）同窓会総会 	 　  ６月 27 日

第１回役員会			  　  ５月  ２ 日

同窓会総会			    　 ６月 12 日

第２回役員会			   　 ９月 15 日

第３回役員会			   　 ２月  ７ 日

在京（首都圏）同窓会総会	       7 月  ２ 日

第１号議案　平成27年度事業報告

第４号議案　平成28年度事業計画（案）

第３号議案　岐阜県立岐阜高等学校同窓会役員（案） 

名誉顧問

顧　　問

名誉会長

会　　長

副 会 長

会　　計

監　　査

古田　　肇

杉山　幹夫　　　　 野々垣　孝　　　　 森川　幸江

南谷　清司

水谷　邦照

大松　利幸　　　　 木方伸一郎　　　　 木村　容子

後藤　寿彦　　　　 杉山　正裕　　　　 遠藤　宏治

松波　英寿　　　　 村瀬　幸雄　　　　 神谷眞弓子

杉山　文康

杉山　正裕　　　　 杉山　文康

佐伯　淑子　　　　 伊在井みどり

＊

氏名の前に＊印のある方が新任の候補者です。そのほかの方は再任候補者です。

（昭和41年卒）

（昭和20年卒）

（昭和49年卒）

（昭和41年卒）

（昭和40年卒）

（昭和47年卒）

（昭和50年卒）

（昭和54年卒）

（昭和49年卒）

（昭和55年卒）

（昭和31年卒）

（昭和46年卒）

（昭和49年卒）

（昭和50年卒）

（昭和54年卒）

　  （昭和54年卒）

（昭和40年卒）

（昭和46年卒）

（昭和49年卒）

（昭和51年卒）
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総会資料
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総会資料
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総会資料
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総会資料

平成 28 年度　岐阜県岐阜高等学校同窓会総会　予算書

科  目  名

本会預かり金

本会受入金収入

会費収入

広告料・協賛金収入

祝　　電

受取利息

会費販売収入

合　　計

科  目  名

　　　
　　　懇親会費

　　　　　　謝礼金

印  刷  費

通  信  費

会  議  費

事  務  費

振込手数料

雑　　費

反省会費

本会預かり金返金

会費返金

予  備  費

余  剰  金

合　　計

備　考

特別会計より運営資金として預り

一般会計より総会費として

9,000 円× 600 名

備　考

ホテル飲食、会場設営費

アトラクション

会報（1,200 部）、案内状、封筒、払込票ほか

総会案内状、広告依頼書発送費等

各種打ち合わせ会議等

コピー代、事務費等

会費収納手数料等

反省会、次期引継費用

特別会計へ運営費預かり金の返還

平成 28 年度（予算）

1,200,000

300,000

5,400,000

5,000,000

0

0

0

11,900,000

平成 28 年度（予算）

5,338,014

100,000

3,500,000

300,000

200,000

100,000

150,000

50,000

200,000

1,200,000

761,986

11,900,000

１．	 収入の部

２．	 支出の部 （単位 : 円）

（単位 : 円）

総  会  費



岐阜県立岐阜高等学校同窓会規約
第 1 条
第 2 条
第 3 条

第 4 条

第 5 条

第 6 条
第 7 条

第 8 条
第 9 条
第 １０ 条
第 １１ 条
第 １2 条

（名称）本会は岐阜県立岐阜高等学校同窓会と称する。
（目的）本会は会員相互の親睦を図り併せて母校の発展に寄与することを以て目的とする。
（組織）本会は次の会員を以て組織する。
○正会員
　岐阜県岐阜中学校卒業生
　岐阜県岐阜高等女学校卒業生
　岐阜県岐阜第一中学校卒業生
　岐阜県岐阜第一高等学校卒業生
　岐阜県岐阜女子高等学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校併設中学校卒業生
　岐阜県立岐阜高等学校卒業生
　その他役員会の議を経て、会長の承認した者
○特別会員
　現職員・旧職員
（役員）本会は次の役員をおく。
名誉顧問・顧問　　若干名　　　　役員会に於て推挙する。
名誉会長　　　　　１名　　　　　母校校長
会長　　　　　　　１名　　　　　総会に於て選出する。
副会長　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
監査　　　　　　　若干名　　　　総会に於て選出する。
（役員の任務）役員の任務は次の通りとする。
会長は会務を総括し、総会・役員会を招集し、その議長となる。
副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは代行する。
会長・副会長は、会務の企画並びに会計に関することを行う。
監査は会計を監査する。
顧問は会長の諮問にこたえる。
（役員の任期）役員の任期は２年とする。但し再選を妨げない。
（総会）本会の目的を達成するため、毎年１回定期総会を開く。但し必要のある場合は臨
時総会を開く。
（入会金）正会員は入会金を納入する。
（経費）本会の経費は入会金、寄付金等を以て充てる。
（会計）会計年度は毎年４月１日より始まり翌年３月３１日で終わる。
（支部）本会には支部を設けることができる。
（同窓会事務局所在地場所）岐阜市大縄場3の1、岐阜県立岐阜高等学校内に置く。

（平成25年6月9日　一部改定）  　　
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年
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年
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年

1984
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年

1985
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年

1986
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年

1987
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年

1988

63
年

1989

昭
和
64
年

平
成
元
年

1991

3
年

1992

4
年

1993

5
年

1994

6
年

1995

7
年

1997

9
年

1998

平
成
10
年

1999

11
年

2001

13
年

2002

14
年

2005

平
成
17
年

1960

昭
和
35
年

1970

昭
和
45
年

1980

昭
和
55
年

1990

平
成
2
年

2000

平
成
12
年

◆
自
由
民
主
党
成
立  

◆
経
済
高
度
成
長
長
期
始
ま
る

　
◆『
太
陽
の
季
節
』 

◆
三
種
の
神
器
普
及
し
始
め
る

　
◆
ダ
イ
エ
ー
１
号
店 

◆
コ
カ
コ
ー
ラ
国
内
発
売 

◆
裕
次
郎
人
気

◆
伊
勢
湾
台
風

　
◆「
少
年
マ
ガ
ジ
ン
」「
少
年
サ
ン
デ
ー
」
創
刊

◆
日
米
安
保
条
約 

◆
安
保
闘
争

◆
東
海
道
新
幹
線 

◆
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
◆
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン 

◆
ロ
カ
ビ
リ
ー
ブ
ー
ム

 
◆『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』

 

◆「
鉄
腕
ア
ト
ム
」「
鉄
人
28
号
」Ｔ
Ｖ
放
映 

◆
青
春
歌
謡
ブ
ー
ム

 

◆
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー 

◆
エ
レ
キ
ブ
ー
ム 

◆「
火
の
鳥
」

◆
ザ
・
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日
公
演

　
◆「
巨
人
の
星
」「
意
地
悪
ば
あ
さ
ん
」

 

◆
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
ブ
ー
ム 

◆
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
ブ
ー
ム

◆
三
億
円
強
奪
事
件

　
◆
３
Ｃ
が
普
及
し
始
め
る 
◆『
受
験
生
ブ
ル
ー
ス
』『
帰
っ
て
来
た
ヨ
ッ
パ
ラ
イ
』

◆
Ｇ
Ｎ
Ｐ
西
側
諸
国
で
二
位
に 

◆
東
大
闘
争 

◆
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

　
◆『
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て
』 

◆
深
夜
放
送
ブ
ー
ム

◆
大
阪
万
博 

◆
三
島
由
紀
夫
自
決

　
◆
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
全
盛 
◆「
ａｎａｎ
」創
刊

◆
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク 

◆
巨
人
Ｖ
９

　
◆
中
３
ト
リ
オ
、
百
恵  

淳
子  

昌
子 

◆『
日
本
沈
没
』

◆
高
度
成
長
時
代
終
わ
る

　
◆
コ
ン
ビ
ニ
１
号
店 

◆
ニュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

◆「
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
」Ｔ
Ｖ
放
映

◆
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

　
◆『
限
り
な
く
透
明
に
近
い
ブ
ル
ー
』 

◆
ピ
ン
ク
・レ
デ
ィ
ー 
◆
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ

 

◆
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
人
間 

◆
カ
ラ
オ
ケ
流
行
し
だ
す 

◆
ユ
ー
ミ
ン 
◆
中
島
み
ゆ
き

◆
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク 

◆
大
学
共
通
一
次
学
力
試
験

　
◆
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン 

◆
ウ
サ
ギ
小
屋
に
住
む
仕
事
中
毒
の
国

◆
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ 

◆
ガ
ン
ダ
ム
プ
ラ
モ
デ
ル

 

◆『
ハ
イ
ス
ク
ー
ル・
ラ
ラ
バ
イ
』 

◆
ア
イ
ド
ル
ブ
ー
ム

◆
東
北
新
幹
線
上
越
新
幹
線

　
◆
五
百
円
硬
貨 

◆『
チ
ャ
コ
の
海
岸
物
語
』

◆
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

　
◆
フ
ァ
ミ
コ
ン
発
売 

◆
松
田
聖
子

◆
グ
リ
コ
・
森
永
事
件

　
◆
た
の
き
ん
ト
リ
オ 

◆
東
山
動
物
園
に
コ
ア
ラ

◆
男
女
雇
用
均
等
法 

◆
Ｎ
Ｔ
Ｔ 

◆
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落 

◆
科
学
万
博
つ
く
ば
85

　
◆
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ 

◆
レ
コ
ー
ド
か
ら
Ｃ
Ｄ
へ 

◆
ラ
ジ
コ
ン
ブ
ー
ム

◆
バ
ブ
ル
経
済 

◆
Ｊ
Ｒ

　
◆『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』

 

◆
使
い
捨
て
カ
メ
ラ『
写
る
ん
で
す
』

◆
リ
ク
ル
ー
ト
事
件 

◆
青
函
ト
ン
ネ
ル 

◆
瀬
戸
大
橋 

　
◆
ぎ
ふ
中
部
未
来
博 

◆
光
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ

◆
昭
和
天
皇
崩
御 

◆
平
成
と
改
元 

◆
消
費
税
導
入 

◆
天
安
門
事
件 

◆
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

　
◆
ス
マ
ッ
プ
結
成 

◆
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ 

◆
お
た
く 

◆
吉
本
ば
な
な 

◆
バ
ン
ド
ブ
ー
ム

◆
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験 

　
◆『
お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
』 

◆
携
帯
電
話
普
及
し
だ
す

◆
湾
岸
戦
争 

◆
ソ
連
邦
解
体 

◆
バ
ブ
ル
崩
壊 

◆
平
成
不
況

　
◆『
Ｓａｎ
ｔａ 

Ｆｅ
』
百
万
部 

◆
ミ
ス
チ
ル

　
◆
小
室
フ
ァ
ミ
リ
ー 

◆
安
室
奈
美
恵 

◆
ポ
ケ
ベ
ル

 

◆
Ｇ
シ
ョ
ッ
ク 

◆
エ
ア
ジ
ョ
ー
ダ
ン
Ⅶ

◆
非
自
民
連
立
内
閣
成
立 

◆
Ｊ
リ
ー
グ
開
幕 

◆
法
隆
寺
・
姫
路
城
世
界
遺
産

　
◆
ナ
タ
デ
コ
コ 

◆
大
河
ド
ラ
マ
「
信
長
」

◆
日
本
人
初
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
飛
行
士

　
◆
ソ
ッ
ク
タ
ッ
チ 

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
日
本
上
陸

◆
阪
神
・
淡
路
大
震
災 

◆
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

　
◆
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
９５

◆
消
費
税
５
％

　
◆
プ
リ
ウ
ス 

◆
Ｇ
Ｌ
Ａ
Ｙ 

◆
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ 

◆
ス
マ
ッ
プ

◆
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
◆
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ

◆
米
同
時
多
発
テ
ロ

◆
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
韓
国
と
共
催

 

◆『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
Ｅ
１
』

◆
岐
阜
市
電
廃
止

 

◆
二
千
円
紙
幣

◆
成
田
国
際
空
港
開
港

　
◆
岐
阜
高
校
甲
子
園
へ 

◆
ス
ペ
ー
ス
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー 

◆『
ス
タ
ー・
ウ
ォ
ー
ズ
』

◆
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

◆
沖
縄
返
還

　
◆
田
中
角
栄
ブ
ー
ム
『
日
本
列
島
改
造
論
』 
◆
上
野
動
物
園
に
パ
ン
ダ

 

◆
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル 

◆
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
日
本
１
号
店 

◆
ボ
ー
リ
ン
グ
ブ
ー
ム 

◆「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」

あ
の
時
代
の
こ
と

あ
の
時
代
の
こ
と

安田講堂炎上
（朝日新聞社提供）

瀬戸大橋開通

大阪万博（太陽の塔）

「スペースインベーダー」

東京ディズニーランド開園

中日ドラゴンズ優勝 82年

ぎふ中部未来博88（岐阜新聞社提供）

阪神淡路大震災（朝日新聞社提供）

サッカーＪリーグ（朝日新聞社提供）

ベルリンの壁崩壊（朝日新聞社提供）

市電廃止 大河ドラマ「信長」 スマップ結成

ラジコン

使い捨てカメラ

「ガンダム」

ファミコン

たのきんトリオ

キャンディーズ

「鉄人28号」

「火の鳥」

バンドブーム フォークソングブーム

「宇宙戦艦ヤマト」 カセットテープ

山口百恵

岐高甲子園出場（岐阜高校提供）

月面着陸 （朝日新聞社提供）

「スター・ウォーズ」

ユーミン

「スーパーマリオ」
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イ
ダ
ー
」

あ
の
時
代
の
こ
と

あ
の
時
代
の
こ
と

安田講堂炎上
（朝日新聞社提供）

瀬戸大橋開通

大阪万博（太陽の塔）

「スペースインベーダー」

東京ディズニーランド開園

中日ドラゴンズ優勝 82年

ぎふ中部未来博88（岐阜新聞社提供）

阪神淡路大震災（朝日新聞社提供）

サッカーＪリーグ（朝日新聞社提供）

ベルリンの壁崩壊（朝日新聞社提供）

市電廃止 大河ドラマ「信長」 スマップ結成

ラジコン

使い捨てカメラ

「ガンダム」

ファミコン

たのきんトリオ

キャンディーズ

「鉄人28号」

「火の鳥」

バンドブーム フォークソングブーム

「宇宙戦艦ヤマト」 カセットテープ

山口百恵

岐高甲子園出場（岐阜高校提供）

月面着陸 （朝日新聞社提供）

「スター・ウォーズ」

ユーミン

「スーパーマリオ」
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と
に
は
か
わ
り
な
い
。

　
前
回
（
３
年
前
）
と

比
較
す
る
と
、
男
子
で

は
十
傑
の
う
ち
で
ラ
ジ

オ
等
が
姿
を
消
し
、一

段
と
生
活
の
中
で
の
テ

レ
ビ
化
が
進
ん
で
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
女
子
で
は
、
ピ
ア
ノ
、

マン
ガ
等
が
姿
を
消
し
、

美
術
等
が
現
れ
た
。

　
全
体
と
し
て
気
づ
く

の
は
、今
回
初
め
て
「
無

趣
味
」
と
い
う
の
が
現

れ
た
の
が
目
立った
点
で

あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の

高
校
生
の
「
勉
強
第
一

主
義
」
を
い
か
に
も
象

徴
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
様
に
、

趣
味
は
人
生
に
於
い
て

の
潤
滑
油
的
存
在
で
あ

る
か
ら
こ
れ
で
は
寂
し
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
回
答
率
は
低

い
が
、
注
目
さ
れ
る
も

の
を
挙
げ
る
と
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。「
夕

日
を
眺
め
る
」「
マ
イ
コ

ン
」「
教
育
」「
ひ
ま
つ
ぶ

し
」etc

（１）　　平成28年6月12日 号　外懐 か し の 岐 高 新 聞（２）　　平成28年6月12日 号　外懐 か し の 岐 高 新 聞

こんなはずじゃなかった！？

岐高生チェック
　
百
十
四
年
の
伝
統
校
な

ん
て
校
舎
だ
け
で
、
岐
高
生

の
誇
り
な
ん
て
と
う
の
昔
に

捨
て
ち
ま
っ
た―

て
、
我
々

岐
阜
高
校
の
生
徒
に
は
、
い

わ
ゆ
る
表
の
顔
と
裏
の
顔
が

あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
我
々

の
一
番
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

あ
る
調
査
を
も
と
に
、
岐

高
生
の
真
実
に
迫
って
み
た
。

ど
う
ぞ
お
暇
な
方
は
ご
参

加
を
！

岐
高
生
の
趣
味
と
は

ア
ン
ケ
ー
ト
で
趣
味

を
問
う…
な
ん
て
平

凡
な
ん
だ
ろ
う
。|

そ
う
思
い
つつ
、
聞
い

て
し
ま
った

「
趣
味
は
何
で
す
か
」

男
子
のB

est5

女
子
のB

est5

① こんなチェックをしている暇はない。
② 愛読書は親単、山貞だ。
③ 王将の常連である。
④ 「マズイな、テスト勉強やってないわ」と言いつつ90何点
　をとる。
⑤ 遊んでいる高校生を見ると、「かわいそうに……」と
　思うことがある。
⑥ 他人の行動に対してやたら注意を払う。
⑦ 授業中居眠りをしている割にはテストには強い。
⑧ 市電の中ではやけに控え目だ。
⑨ ことわざなどにはくわしい。
⑩ つい教訓じみたことを言ってしまう。
⑪ 理想と現実のギャップに悩んでいる。
⑫ 自分はもっとできるはずだ。と今だに信じてる。
⑬ 異性のことにたいへん興味があるが手は出さない。
⑭ 北の方にある高校の生徒には負けたくない。
⑮ 温和な顔をして案外軽薄である。
⑯ やたらウケを狙う。
⑰ どちらかというとひとり遊びが好きだ。
⑱ 多少は麻雀にも通じている。
⑲ 知的な雰囲気をムンムン漂わせている。
⑳ 昼メシを買うときになると思わず本性を表してしまう。
㉑ テスト前になるとローソンへコピーに走る。
㉒ 「不良みたい」と言われると内心ニヤリとする。
㉓ いつの間にか「きのう全然できんかった～どうしよ～」
　「ほんと～私も昨日早く寝てまった～」が朝のあいさつと
　なっている。
㉔ 性格はつかみどころがない。
㉕ 面倒なコトに巻き込まれないように、うまく逃げるのが
　得意である。
㉖ イザというときに限り、信じられぬほど勉強する。
㉗ 塀を越えるのは得意なほうである。
㉘ 「君、岐高ってすごいんだねェ」と言われると「いやぁ、
　それ程でも」と苦笑いする。
㉙ 英単語の本を３冊以上試した。
㉚ 某塾発行の４STEPのチャンペラを隠し持っている。
㉛ テスト前になると腹をこわす。またはニキビが増える。
32 文化祭のとき、バザー会場に３０分以上いた。
33 ブリックの種類が全部言える。
34 できればこの高校に住みこみたい。
35 親単テストに落ちると１日中暗い。
36 いつでも必ず、体のどこかに単語帳を隠し持っている。
37 「愛さえあれば……」なんて思わない。
38 かつては神童とよばれていた。
39 昼休みまでに弁当が半減している。
40 夢の中で数学を解くことがしばしば。
41 実力テストで実力以上の点をとる。
42 めしは「うれっ子」
43 これらのチェックをやり終えて、時間の無駄だと思った。

（平成４年３月２日）（平成４年３月２日） （平成４年７月２0日）（平成４年７月２0日）

「岐阜高校らしさ」とは

　
今
は
、
個
性
の
時

代
。
音
楽
鑑
賞
、
読

書
と
いって
も
好
き
な

ジ
ャ
ン
ル
は
違
う
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
趣

味
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
る
の
は
時
代
遅
れ

と
い
う
時
代
に
突
入

し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。岐

高
生
ら
し
さ
と
は

　岐
高
生
ら
し
い
　

こ
の
形
容
詞
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
何
で

あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に

込
め
ら
れ
た
既
成
概

念
と
し
て
の
「
岐
高

生
ら
し
さ
」
と
現
実

”

“

の
自
分
た
ち
の
姿
か

ら
く
る
「
岐
高
生
ら

し
さ
」…

。
当
然
一

年
生
は
前
者
の
方

が
、
三
年
生
は
後
者

の
方
が
大
き
い
だ
ろ

う
。

　
こ
の
表
か
ら
は
わ

か
ら
な
い
が
、
集
計

結
果
は
な
か
な
か
面

白
い
。
不
精
と
こ
ま

め
。
慎
重
と
無
謀
の

相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
同
数
だ
っ
た
り
し

て
、
岐
高
生
は
謎
に

満
ち
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
奥
が
深
く
、
多

様
な
人
間
の
宝
庫
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

あ
な
た
が
尊
敬
す

る
人
は
誰
で
す
か

１
位
　
先
生

２
位
　
父

３
位
　
母

４
位
　
両
親

５
位  

自
分

６
位  

福
沢
諭
吉

７
位  

Ａ・
ア
イ
ン
シュ

タ
イ
ン

８
位  

Ｔ・Ａ・
エ
ジ
ソ

ン

９
位
　
夏
目
漱
石

ゴ
ー
タマ
・
ブッ

ダ先
輩

　
ど
の
学
年
で
も
断

ト
ツ
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た

の
は
、　
先
生
　
と
い

う
回
答
だ
っ
た
。
岐

高
生
が
ど
れ
だ
け
先

生
を
尊
敬
し
て
い
る

か
が
わ
か
る
と
い
う

も
の
だ
。
中
に
は「
だ

れ
も
尊
敬
で
き
る
人

が
い
な
い
」
と
い
う
人

も
少
な
か
ら
ず
い
た
。

高
校
生
時
代
に
尊
敬

で
き
る
人
と
出
会
う

こ
と
は
と
て
も
大
切

だ
と
私
は
考
え
る
。

ぜ
ひ
、
誰
で
も
い
い
、

す
ば
ら
し
い
点
を
見

つ
け
て
欲
し
い
。

あ
な
た
が
好
き
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
誰

で
す
か

１
位  B´

z

チ
ャ
ゲ
＆
飛
鳥

３
位  

米
米
ク
ラ
ブ

４
位  

尾
崎
豊

ド
リ
ー
ム
ズ

カ
ム 

ト
ゥル
ー

槙
原
敬
之

Ｔ
Ｍ
Ｎ

８
位  

ゴッ
ホ

永
井
真
理
子

１０
位 

辛
島
美
登
利

リ
ン
ド
バ
ー
グ

ピ
カ
ソ

関
口
誠
人

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い

う
表
現
が
悪
か
っ
た

の
か
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

だ
っ
た
。
８
位
に
初

め
て
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

以
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
登
場
し
た
。
ビ

ン
セ
ン
ト
・
バ
ン
・
ゴッ

ホ
だ
。
彼
と
パ
ブ
ロ

ピ
カ
ソ
だ
け
が
画
家

と
し
て
気
を
は
い
て

い
た
。

　
本
校
の
芸
術
科
担

当
の
山
田
勝
美
先

生
、
今
井
田
一
巳
先

生
、
平
林
充
郎
先

生
も
ベ
ス
ト
テ
ン
に
は

一
歩
お
よ
ば
な
か
っ
た

が
、
た
く
さ
ん
の
人

が
好
き
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
あ
げ
て
い
た
。

”

“

現
代
の
岐
高
生
群
像

（
昭
和
57
年
10
月
５
日
）

（
昭
和
57
年
10
月
５
日
）

生

　活

　無
趣
味

　

　
　
　の
証
明

　
趣
味
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
当
局
の
予
想
通
り
、

音
楽
鑑
賞
のベス
ト
１
は

揺
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
第
２
グ

ル
ー
プ
に
ス
ポ
ー
ツ
・Ｔ

Ｖ・
読
書
が
続
い
た
。

　
ま
た
、
男
女
別
に
見

て
み
る
と
第
５
位
以
下

に
男
女
の
差
が
歴
然
と

表
れ
て
い
る
。
男
子
が
、

ゲ
ー
ム
・
将
棋
と
続
く

の
に
対
し
、
女
子
は
、

料
理
・
美
術
と
非
常
に

対
照
的
で
は
あ
る
が
、

趣
味
と
い
う
も
の
は
、

勉
強
で
追
い
込
ま
れ
た

我
々
の
受
験
生
活
に一風

を
吹
き
込
む
潤
滑
油
の

ご
と
く
、
次
へ
の
ス
テ
ッ

プへの
足
が
か
り
と
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
こ

”

”

“

“

多
様
化
す
る

　
　
　人
物
感

　多い
自
分

　

　
　へ
の
不
満

　「一番
不
満
に
思
う
こ

と
は
？
」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
、
学
年
性
別
を

問
わ
ず
た
いへ
ん
多
かっ

た
回
答
は
「
自
分
」
だっ

た
。
も
う
少
し
突
っ
込

ん
で
質
問
し
て
み
れ
ば

は
っ
き
り
し
た
か
も
し

あ
な
た
が
一
番
不
満

に
思
っ
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か

　
一
番
多
か
っ
た
の

が
勉
強
に
対
す
る
不

満
。
特
に
一
年
生
に

多
か
っ
た
の
が
中
学

校
に
比
べ
て
の
授
業

の
ス
ピ
ー
ド
や
難
度
、

先
生
が
て
い
ね
い
に

教
え
て
く
れ
な
い
な

ど
が
大
き
な
原
因
に

な
って
い
る
と
思
う
。

　
そ
し
て
三
年
生
を

見
て
み
る
と
、
勉
強

に
対
す
る
不
満
は

グ
ッ
と
か
げ
を
ひ
そ

め
、
そ
の
代
わ
り
に

大
学
受
験
や
睡
眠

時
間
と
い
っ
た
、
か

な
り
切
迫
し
た
不
満

と
い
う
も
の
の
割
合

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
二
年

生
で
は
、
そ
ん
な
不

満
を
持
っ
て
い
る
人

☆
ジ
ョ
ー
ズ
型

　

　
何
で
も
が
ぶ
の
み

し
、
暇
あ
る
時
に
時
間

を
か
け
て
消
化
す
る
。

他
人
か
ら
や
っつ
け
よ

う
と
闘
志
を
燃
や
さ
れ

る
が
、
も
の
と
も
し
な

い
。
消
化
し
き
れ
な
い

場
合
は
爆
発
の
危
険
も

あ
る
と
か…

☆
エ
マ
ニ
エ
ル
婦
人
型

　
ど
の
教
科
に
対
し
て

も
異
常
な
ほ
ど
の
興
味

を
示
し
、
深
く
掘
り

下
げ
よ
う
と
す
る
。が
、

い
つ
も
肝
心
な
と
こ
ろ

が
ぼ
け
て
い
る
。
し
か

し
、
ご
当
人
は
結
構
満

足
し
て
い
る
ら
し
い
。

☆
お
か
し
な
戦
争
野
郎

　ロ
ジ
ャ
ー
少
尉
型

　
ま
ち
が
っ
た
答
え
を

教
え
ら
れ
て
も
疑
わ

ず
、
ま
ち
が
っ
て
も
い

な
い
の
に
何
度
も
計
算

を
や
り
な
お
し
、
人
を

見
て
も
ど
ろ
ぼ
う
と
思

わ
ず
、
テ
ス
ト
が
な
く

な
っ
た
の
に
も
知
ら
ず

に
テ
ス
ト
の
こ
と
を
思
っ

て
オ
ロ
オ
ロ
し
て
い
る
。

☆
ピ
ン
ク
・
パ
ン
サ
ー

　ク
ロ
ー
ド
警
部
型

　
自
己
の
信
ず
る
と
こ

ろ
を
曲
げ
ず
、
己
れ
の

感
を
頼
っ
て
試
験
に
臨

む
、
頼
も
し
い
タ
イ
プ
。

答
案
に
む
か
う
と
近
隣

の
席
の
者
を
圧
倒
す
る

鉛
筆
さ
ば
き
は
、
人
を

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
追
い
込
む

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

☆
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
・
マ

ド
リ
ッ
ク
ス
型

　
我
が
道
を
ま
っ
し
ぐ

ら
。
ガ
リ
勉
と
の
の
し

ら
れ
て
も
、
つ
き
あ
い

に
く
い
と
陰
口
を
た
た

か
れ
て
も
、
勝
利
を
目

指
し
て
ひ
と
り
黙
々
と

努
力
す
る
。
将
来
は
、

人
々
の
尊
敬
を
集
め
る

大
学
者
？

☆
フ
リ
ッ
ク
・
ス
ト
ー

リ
ー
ボ
ル
ニ
ッ
シ
ュ
型

　
昇
進
、
即
ち
成
績

ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
必

死
に
頑
張
る
。
授
業
に

際
し
て
の
下
調
べ
は
バッ

チ
リ
。
だ
が
、
ど
う
い

う
わ
け
か
、
予
習
を
し

て
こ
な
か
っ
た
日
に
限
っ

て
当
て
ら
れ
る
、
タ
イ

ミ
ン
グ
の
悪
さ
！

☆
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
型

　
勉
強
を
愛
し
、
勉

強
に
生
き
る
。
身
を
案

（昭和46年12月1日）（昭和46年12月1日）

（昭和51年3月1日）（昭和51年3月1日）

は
少
な
く
、
お
金
が

な
い
、
時
間
が
な
い
、

彼
女
（
彼
氏
）
が
い

な
い
、
と
い
う
よ
う

に
、
か
な
り
自
分
勝

手
な
不
満
が
多
く

な
って
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、

自
分
の
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と

や
、
青
春
に
つい
て
の

不
満
を
持
っ
て
い
る

人
も
い
て
、
中
に
は

か
な
り
欲
求
不
満
が

た
ま
っ
て
い
る
人
も
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
意
外
に
少
な
か
っ

た
の
が
政
治
に
対
す

る
不
満
で
あ
る
。
こ

れ
は
政
治
に
対
し
て

極
め
て
無
関
心
な
の

か
、
そ
れ
と
も
不
満

を
と
お
り
こ
し
て
あ

き
ら
め
の
心
境
に
達

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の

か
、
こ
の
結
果
だ
け

で
は
推
し
量
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

れ
な
い
が
、
不
満
の
解

決
方
法
の
回
答
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
み
る

と
、
多
少
抽
象
的
な

自
己
嫌
悪
と
い
う
こ
と

の
よ
う
だ
。

　「
自
分
」
に
続
い
て

「
学
校
」「
社
会
」「
政

治
」
と
い
う
不
満
の
順

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
四
つ

で
総
数
の
九
割
弱
を

占
め
、
他
者
の
追
随

を
許
し
て
い
な
い
。
な

お
、
五
位
以
下
を
参

考
ま
で
に
挙
げ
る
と
、

「
家
庭
」「
先
生
」「
友

人
」「
勉
強
」
と
なって

い
る
。

じ
た
家
人
が
「
ほ
ど

ほ
ど
に
し
な
さ
い
」
と

忠
告
し
て
も
勉
強
を

や
め
な
い
。
勉
強
の
た

め
な
ら
死
を
も
辞
さ

な
い
気
で
い
る
ら
し
い
。

☆
ザ
・
モ
ジ
ャ
モ
ジ
ャ

型　
あ
る
日
突
然
ク
ラ
ス

で
存
在
を
認
め
ら
れ

る
。
授
業
中
に
奇
妙

な
こ
と
ば
を
発
し
て
、

笑
い
を
ま
き
お
こ
す
。

彼
の
勉
強
法
に
つい
て

は
、
全
く
見
当
が
つ
か

ず
、
当
局
の
調
査
が
必

要
？
？

　
本
日
は
こ
こ
に
八
つの

型
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
調
査
が
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十

人
十
色
な
ど
と
言
い
ま

す
か
ら
、
さ
ら
に
多
く

の
型
が
あ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た

の
型
を
当
局
に
御
連
絡

下
さ
い
。

た
ぬ
き
ね
い
り
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と
に
は
か
わ
り
な
い
。

　
前
回
（
３
年
前
）
と

比
較
す
る
と
、
男
子
で

は
十
傑
の
う
ち
で
ラ
ジ

オ
等
が
姿
を
消
し
、一

段
と
生
活
の
中
で
の
テ

レ
ビ
化
が
進
ん
で
き
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま

た
女
子
で
は
、
ピ
ア
ノ
、

マン
ガ
等
が
姿
を
消
し
、

美
術
等
が
現
れ
た
。

　
全
体
と
し
て
気
づ
く

の
は
、今
回
初
め
て
「
無

趣
味
」
と
い
う
の
が
現

れ
た
の
が
目
立った
点
で

あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の

高
校
生
の
「
勉
強
第
一

主
義
」
を
い
か
に
も
象

徴
し
て
い
る
様
で
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
様
に
、

趣
味
は
人
生
に
於
い
て

の
潤
滑
油
的
存
在
で
あ

る
か
ら
こ
れ
で
は
寂
し
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
回
答
率
は
低

い
が
、
注
目
さ
れ
る
も

の
を
挙
げ
る
と
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。「
夕

日
を
眺
め
る
」「
マ
イ
コ

ン
」「
教
育
」「
ひ
ま
つ
ぶ

し
」etc

（１）　　平成28年6月12日 号　外懐 か し の 岐 高 新 聞（２）　　平成28年6月12日 号　外懐 か し の 岐 高 新 聞

こんなはずじゃなかった！？

岐高生チェック
　
百
十
四
年
の
伝
統
校
な

ん
て
校
舎
だ
け
で
、
岐
高
生

の
誇
り
な
ん
て
と
う
の
昔
に

捨
て
ち
ま
っ
た―

て
、
我
々

岐
阜
高
校
の
生
徒
に
は
、
い

わ
ゆ
る
表
の
顔
と
裏
の
顔
が

あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
我
々

の
一
番
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

あ
る
調
査
を
も
と
に
、
岐

高
生
の
真
実
に
迫
って
み
た
。

ど
う
ぞ
お
暇
な
方
は
ご
参

加
を
！

岐
高
生
の
趣
味
と
は

ア
ン
ケ
ー
ト
で
趣
味

を
問
う…

な
ん
て
平

凡
な
ん
だ
ろ
う
。|

そ
う
思
い
つつ
、
聞
い

て
し
ま
った

「
趣
味
は
何
で
す
か
」

男
子
のB

est5

女
子
のB

est5

① こんなチェックをしている暇はない。
② 愛読書は親単、山貞だ。
③ 王将の常連である。
④ 「マズイな、テスト勉強やってないわ」と言いつつ90何点
　をとる。
⑤ 遊んでいる高校生を見ると、「かわいそうに……」と
　思うことがある。
⑥ 他人の行動に対してやたら注意を払う。
⑦ 授業中居眠りをしている割にはテストには強い。
⑧ 市電の中ではやけに控え目だ。
⑨ ことわざなどにはくわしい。
⑩ つい教訓じみたことを言ってしまう。
⑪ 理想と現実のギャップに悩んでいる。
⑫ 自分はもっとできるはずだ。と今だに信じてる。
⑬ 異性のことにたいへん興味があるが手は出さない。
⑭ 北の方にある高校の生徒には負けたくない。
⑮ 温和な顔をして案外軽薄である。
⑯ やたらウケを狙う。
⑰ どちらかというとひとり遊びが好きだ。
⑱ 多少は麻雀にも通じている。
⑲ 知的な雰囲気をムンムン漂わせている。
⑳ 昼メシを買うときになると思わず本性を表してしまう。
㉑ テスト前になるとローソンへコピーに走る。
㉒ 「不良みたい」と言われると内心ニヤリとする。
㉓ いつの間にか「きのう全然できんかった～どうしよ～」
　「ほんと～私も昨日早く寝てまった～」が朝のあいさつと
　なっている。
㉔ 性格はつかみどころがない。
㉕ 面倒なコトに巻き込まれないように、うまく逃げるのが
　得意である。
㉖ イザというときに限り、信じられぬほど勉強する。
㉗ 塀を越えるのは得意なほうである。
㉘ 「君、岐高ってすごいんだねェ」と言われると「いやぁ、
　それ程でも」と苦笑いする。
㉙ 英単語の本を３冊以上試した。
㉚ 某塾発行の４STEPのチャンペラを隠し持っている。
㉛ テスト前になると腹をこわす。またはニキビが増える。
32 文化祭のとき、バザー会場に３０分以上いた。
33 ブリックの種類が全部言える。
34 できればこの高校に住みこみたい。
35 親単テストに落ちると１日中暗い。
36 いつでも必ず、体のどこかに単語帳を隠し持っている。
37 「愛さえあれば……」なんて思わない。
38 かつては神童とよばれていた。
39 昼休みまでに弁当が半減している。
40 夢の中で数学を解くことがしばしば。
41 実力テストで実力以上の点をとる。
42 めしは「うれっ子」
43 これらのチェックをやり終えて、時間の無駄だと思った。

（平成４年３月２日）（平成４年３月２日） （平成４年７月２0日）（平成４年７月２0日）

「岐阜高校らしさ」とは

　
今
は
、
個
性
の
時

代
。
音
楽
鑑
賞
、
読

書
と
いって
も
好
き
な

ジ
ャ
ン
ル
は
違
う
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
趣

味
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
る
の
は
時
代
遅
れ

と
い
う
時
代
に
突
入

し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。岐

高
生
ら
し
さ
と
は

　岐
高
生
ら
し
い
　

こ
の
形
容
詞
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
何
で

あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に

込
め
ら
れ
た
既
成
概

念
と
し
て
の
「
岐
高

生
ら
し
さ
」
と
現
実

”

“

の
自
分
た
ち
の
姿
か

ら
く
る
「
岐
高
生
ら

し
さ
」…

。
当
然
一

年
生
は
前
者
の
方

が
、
三
年
生
は
後
者

の
方
が
大
き
い
だ
ろ

う
。

　
こ
の
表
か
ら
は
わ

か
ら
な
い
が
、
集
計

結
果
は
な
か
な
か
面

白
い
。
不
精
と
こ
ま

め
。
慎
重
と
無
謀
の

相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
同
数
だ
っ
た
り
し

て
、
岐
高
生
は
謎
に

満
ち
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
奥
が
深
く
、
多

様
な
人
間
の
宝
庫
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

あ
な
た
が
尊
敬
す

る
人
は
誰
で
す
か

１
位
　
先
生

２
位
　
父

３
位
　
母

４
位
　
両
親

５
位  

自
分

６
位  

福
沢
諭
吉

７
位  

Ａ・
ア
イ
ン
シュ

タ
イ
ン

８
位  

Ｔ・Ａ・
エ
ジ
ソ

ン

９
位
　
夏
目
漱
石

ゴ
ー
タマ
・
ブッ

ダ先
輩

　
ど
の
学
年
で
も
断

ト
ツ
で
ト
ッ
プ
だ
っ
た

の
は
、　
先
生
　
と
い

う
回
答
だ
っ
た
。
岐

高
生
が
ど
れ
だ
け
先

生
を
尊
敬
し
て
い
る

か
が
わ
か
る
と
い
う

も
の
だ
。
中
に
は「
だ

れ
も
尊
敬
で
き
る
人

が
い
な
い
」
と
い
う
人

も
少
な
か
ら
ず
い
た
。

高
校
生
時
代
に
尊
敬

で
き
る
人
と
出
会
う

こ
と
は
と
て
も
大
切

だ
と
私
は
考
え
る
。

ぜ
ひ
、
誰
で
も
い
い
、

す
ば
ら
し
い
点
を
見

つ
け
て
欲
し
い
。

あ
な
た
が
好
き
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
誰

で
す
か

１
位  B´

z

チ
ャ
ゲ
＆
飛
鳥

３
位  

米
米
ク
ラ
ブ

４
位  

尾
崎
豊

ド
リ
ー
ム
ズ

カ
ム 

ト
ゥル
ー

槙
原
敬
之

Ｔ
Ｍ
Ｎ

８
位  

ゴッ
ホ

永
井
真
理
子

１０
位 

辛
島
美
登
利

リ
ン
ド
バ
ー
グ

ピ
カ
ソ

関
口
誠
人

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い

う
表
現
が
悪
か
っ
た

の
か
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

だ
っ
た
。
８
位
に
初

め
て
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

以
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
登
場
し
た
。
ビ

ン
セ
ン
ト
・
バ
ン
・
ゴッ

ホ
だ
。
彼
と
パ
ブ
ロ

ピ
カ
ソ
だ
け
が
画
家

と
し
て
気
を
は
い
て

い
た
。

　
本
校
の
芸
術
科
担

当
の
山
田
勝
美
先

生
、
今
井
田
一
巳
先

生
、
平
林
充
郎
先

生
も
ベ
ス
ト
テ
ン
に
は

一
歩
お
よ
ば
な
か
っ
た

が
、
た
く
さ
ん
の
人

が
好
き
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
あ
げ
て
い
た
。

”

“

現
代
の
岐
高
生
群
像

（
昭
和
57
年
10
月
５
日
）

（
昭
和
57
年
10
月
５
日
）

生

　活

　無
趣
味

　

　
　
　の
証
明

　
趣
味
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
当
局
の
予
想
通
り
、

音
楽
鑑
賞
のベス
ト
１
は

揺
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
第
２
グ

ル
ー
プ
に
ス
ポ
ー
ツ
・Ｔ

Ｖ・
読
書
が
続
い
た
。

　
ま
た
、
男
女
別
に
見

て
み
る
と
第
５
位
以
下

に
男
女
の
差
が
歴
然
と

表
れ
て
い
る
。
男
子
が
、

ゲ
ー
ム
・
将
棋
と
続
く

の
に
対
し
、
女
子
は
、

料
理
・
美
術
と
非
常
に

対
照
的
で
は
あ
る
が
、

趣
味
と
い
う
も
の
は
、

勉
強
で
追
い
込
ま
れ
た

我
々
の
受
験
生
活
に一風

を
吹
き
込
む
潤
滑
油
の

ご
と
く
、
次
へ
の
ス
テ
ッ

プへの
足
が
か
り
と
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
こ

”

”

“

“

多
様
化
す
る

　
　
　人
物
感

　多い
自
分

　

　
　へ
の
不
満

　「一番
不
満
に
思
う
こ

と
は
？
」
と
い
う
問
い
に

対
し
て
、
学
年
性
別
を

問
わ
ず
た
いへ
ん
多
かっ

た
回
答
は
「
自
分
」
だっ

た
。
も
う
少
し
突
っ
込

ん
で
質
問
し
て
み
れ
ば

は
っ
き
り
し
た
か
も
し

あ
な
た
が
一
番
不
満

に
思
っ
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か

　
一
番
多
か
っ
た
の

が
勉
強
に
対
す
る
不

満
。
特
に
一
年
生
に

多
か
っ
た
の
が
中
学

校
に
比
べ
て
の
授
業

の
ス
ピ
ー
ド
や
難
度
、

先
生
が
て
い
ね
い
に

教
え
て
く
れ
な
い
な

ど
が
大
き
な
原
因
に

な
って
い
る
と
思
う
。

　
そ
し
て
三
年
生
を

見
て
み
る
と
、
勉
強

に
対
す
る
不
満
は

グ
ッ
と
か
げ
を
ひ
そ

め
、
そ
の
代
わ
り
に

大
学
受
験
や
睡
眠

時
間
と
い
っ
た
、
か

な
り
切
迫
し
た
不
満

と
い
う
も
の
の
割
合

が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
二
年

生
で
は
、
そ
ん
な
不

満
を
持
っ
て
い
る
人

☆
ジ
ョ
ー
ズ
型

　

　
何
で
も
が
ぶ
の
み

し
、
暇
あ
る
時
に
時
間

を
か
け
て
消
化
す
る
。

他
人
か
ら
や
っつ
け
よ

う
と
闘
志
を
燃
や
さ
れ

る
が
、
も
の
と
も
し
な

い
。
消
化
し
き
れ
な
い

場
合
は
爆
発
の
危
険
も

あ
る
と
か…

☆
エ
マ
ニ
エ
ル
婦
人
型

　
ど
の
教
科
に
対
し
て

も
異
常
な
ほ
ど
の
興
味

を
示
し
、
深
く
掘
り

下
げ
よ
う
と
す
る
。が
、

い
つ
も
肝
心
な
と
こ
ろ

が
ぼ
け
て
い
る
。
し
か

し
、
ご
当
人
は
結
構
満

足
し
て
い
る
ら
し
い
。

☆
お
か
し
な
戦
争
野
郎

　ロ
ジ
ャ
ー
少
尉
型

　
ま
ち
が
っ
た
答
え
を

教
え
ら
れ
て
も
疑
わ

ず
、
ま
ち
が
っ
て
も
い

な
い
の
に
何
度
も
計
算

を
や
り
な
お
し
、
人
を

見
て
も
ど
ろ
ぼ
う
と
思

わ
ず
、
テ
ス
ト
が
な
く

な
っ
た
の
に
も
知
ら
ず

に
テ
ス
ト
の
こ
と
を
思
っ

て
オ
ロ
オ
ロ
し
て
い
る
。

☆
ピ
ン
ク
・
パ
ン
サ
ー

　ク
ロ
ー
ド
警
部
型

　
自
己
の
信
ず
る
と
こ

ろ
を
曲
げ
ず
、
己
れ
の

感
を
頼
っ
て
試
験
に
臨

む
、
頼
も
し
い
タ
イ
プ
。

答
案
に
む
か
う
と
近
隣

の
席
の
者
を
圧
倒
す
る

鉛
筆
さ
ば
き
は
、
人
を

ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
追
い
込
む

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

☆
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
・
マ

ド
リ
ッ
ク
ス
型

　
我
が
道
を
ま
っ
し
ぐ

ら
。
ガ
リ
勉
と
の
の
し

ら
れ
て
も
、
つ
き
あ
い

に
く
い
と
陰
口
を
た
た

か
れ
て
も
、
勝
利
を
目

指
し
て
ひ
と
り
黙
々
と

努
力
す
る
。
将
来
は
、

人
々
の
尊
敬
を
集
め
る

大
学
者
？

☆
フ
リ
ッ
ク
・
ス
ト
ー

リ
ー
ボ
ル
ニ
ッ
シ
ュ
型

　
昇
進
、
即
ち
成
績

ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
必

死
に
頑
張
る
。
授
業
に

際
し
て
の
下
調
べ
は
バッ

チ
リ
。
だ
が
、
ど
う
い

う
わ
け
か
、
予
習
を
し

て
こ
な
か
っ
た
日
に
限
っ

て
当
て
ら
れ
る
、
タ
イ

ミ
ン
グ
の
悪
さ
！

☆
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
型

　
勉
強
を
愛
し
、
勉

強
に
生
き
る
。
身
を
案

（昭和46年12月1日）（昭和46年12月1日）

（昭和51年3月1日）（昭和51年3月1日）

は
少
な
く
、
お
金
が

な
い
、
時
間
が
な
い
、

彼
女
（
彼
氏
）
が
い

な
い
、
と
い
う
よ
う

に
、
か
な
り
自
分
勝

手
な
不
満
が
多
く

な
って
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、

自
分
の
や
り
た
い
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と

や
、
青
春
に
つい
て
の

不
満
を
持
っ
て
い
る

人
も
い
て
、
中
に
は

か
な
り
欲
求
不
満
が

た
ま
っ
て
い
る
人
も
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
意
外
に
少
な
か
っ

た
の
が
政
治
に
対
す

る
不
満
で
あ
る
。
こ

れ
は
政
治
に
対
し
て

極
め
て
無
関
心
な
の

か
、
そ
れ
と
も
不
満

を
と
お
り
こ
し
て
あ

き
ら
め
の
心
境
に
達

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の

か
、
こ
の
結
果
だ
け

で
は
推
し
量
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

れ
な
い
が
、
不
満
の
解

決
方
法
の
回
答
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
み
る

と
、
多
少
抽
象
的
な

自
己
嫌
悪
と
い
う
こ
と

の
よ
う
だ
。

　「
自
分
」
に
続
い
て

「
学
校
」「
社
会
」「
政

治
」
と
い
う
不
満
の
順

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
四
つ

で
総
数
の
九
割
弱
を

占
め
、
他
者
の
追
随

を
許
し
て
い
な
い
。
な

お
、
五
位
以
下
を
参

考
ま
で
に
挙
げ
る
と
、

「
家
庭
」「
先
生
」「
友

人
」「
勉
強
」
と
なって

い
る
。

じ
た
家
人
が
「
ほ
ど

ほ
ど
に
し
な
さ
い
」
と

忠
告
し
て
も
勉
強
を

や
め
な
い
。
勉
強
の
た

め
な
ら
死
を
も
辞
さ

な
い
気
で
い
る
ら
し
い
。

☆
ザ
・
モ
ジ
ャ
モ
ジ
ャ

型　
あ
る
日
突
然
ク
ラ
ス

で
存
在
を
認
め
ら
れ

る
。
授
業
中
に
奇
妙

な
こ
と
ば
を
発
し
て
、

笑
い
を
ま
き
お
こ
す
。

彼
の
勉
強
法
に
つい
て

は
、
全
く
見
当
が
つ
か

ず
、
当
局
の
調
査
が
必

要
？
？

　
本
日
は
こ
こ
に
八
つの

型
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
調
査
が
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十

人
十
色
な
ど
と
言
い
ま

す
か
ら
、
さ
ら
に
多
く

の
型
が
あ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た

の
型
を
当
局
に
御
連
絡

下
さ
い
。

た
ぬ
き
ね
い
り
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